
START

予測モデルを作る

１つのモデルを学習

目的変数は１つ目的変数は複数

Decision Tree
(Tree & Random Forest)

Deep Learner

複数のモデルを組み合わせる最適なモデルを探索

関連ルールを発見するデータの構造を調べる

異常検知をする データの特徴を把握する

Support Vector Machine

K-NN分析

Naive Bayes

対話型モデル Neural Network

Model Optimizer

Boosting

Bagging多数決

重み付けを学習

目的変数が数値
（多目的決定木）

決定木 ＆ ルール可視化

自動モデル選択＆
ハイパーパラメータ最適化

時系列を扱う

ニューラルネットワーク
（隠れ層1層）による判別・回帰

Act ive Learning により
対話的にラベル付与

サポートベクターマシン
による判別・回帰

K近傍法による
判別・回帰

単純ベイズ
による判別

OPTICS

次元圧縮する

クラスタリングする

ネットワーク階層化

K-Means法

BIRCH

自己組織化マップ

One Class SVM

Isolation Forest

Dyadic Soft Clustering

階層型クラスタリング

主成分分析

Kernel主成分分析

Kernel法により
非線形変換

主成分の計算＆プロット

k平均法

二項間の関係を考慮

階層型のクラスタリング

2次元上で色分け

ネットワーク可視化
＆ クラスタリング

密度ベース

教師なしSVM

アソシエーション分析

インタラクティブルール分析

関連性ダイアグラム分析

時系列アソシエーション分析時系列を考慮

対話的に前提を探索

基本のアソシエーション分析

指定アイテム間の
関連性を表示

クラスアソシエーション分析

結論の列を指定して
予測モデル作成

ルールベースで予測

HSMM

隠れセミマルコフモデル

ランダム次元圧縮

Visual Mining Studio Cheat Sheet

集計

集計・
統計量算出

相関

群間比較

RFM分析

変数間の相関を見る

有効な説明変数の探索

群間の差が大きくなる
条件を抽出

顧客のグルーピング

データの内容表示・
豊富なグラフ化機能

(株)NTTデータ数理システム が提供する汎用データマイニングツール

Visual Mining Studio (VMS) の分析機能の使い分けをまとめた
チートシートです。あなたのデータ分析の参考にご利用ください。

集計＆グラフ化
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Random Forest
(Tree & Random Forest)

ランダムフォレスト
による判別・回帰

k平均法
（データを圧縮
して高速化）

VMS / 統計量

VMS / モデリング

VMS / クラスタ分析

VMS / 前処理

VMS / 多変量解析

SQL作成

予測ルールの
SQL化交差検証

交差検証で
モデル精度推定

データ操作
(Visual Analytics Platform に付属)

Feature Selection

ビジュアル集計

Deep Learner (VMSアドオン)

高速に次元圧縮

木構造ベースで高速処理

データ可視化

対応分析

VMS / アソシエーション分析

2つのカテゴリ変数の
関連性をマッピング

時系列処理 / 基本操作
推移列の展開・
移動平均等の計算

時系列処理 / 線分表現

時系列処理 / 距離計算

区分線形化

線分パターン
との距離

Deep Learning の
ハイパーパラメータ最適化

Deep Learning

 (多層パーセプトロン)

Deep Learning による
低次元表現・特徴量の抽出

Deep Learning
 (RNN)

★は初心者の方にもおすすめ！
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目的変数(教師データ)が必要T

C カテゴリ値の目的変数に対応

N 数値の目的変数に対応
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